
第１回;馬町爆撃を語ろう会ご参加の方々からの返信
◎1月16日の会のご感想 ランダムに掲載 一部文中の○は伏字

○私は戦後生まれですが戦争の悲惨さはしっかり子ども達に伝えたいと思いました。
特に【戦地からの遺書」には旨がつまりました。

○母から聞いていた爆撃のことが更にわかり感動でした。今のうちに記録しないともっ
たいないと思います。

○馬町に爆弾が落とされたことは両親から聞いたことがありましたが、詳しく知れな
かったようです。風化させない活動は大切だと思いました。

○とても良い機会を作っていただきありがとうございます。
会が前進することを期待しています。

○この会の少し前に山科安称寺山へ登り、山岳部の方から、馬町、西陣，どちらの日
か解りませんでしたが 帰り道に山中に落として帰った、今は木々が繁っている大
きな穴も、谷底のようになっている場所を見ました。

○上新シ町に住人でいました。父は五条通の疎開、母は西陣、私は修道小と何か縁を
感じます。昨年の東山区図書館の資料や、参加されていた亀岡の元小学校の先生等
の資料が集まれば良いと思います。

○多くの方が集まり関心の高さにビックリしました。
風化よう伝えられたら良いと思う。

○体験は有りませんが、生まれ育った所で、記録のお手伝いが出来ればと。

○大変有意義な場を作って戴き感謝しております。勤務先の○○○で、早速馬町空襲
の話をし、○○たちも始めての内容に驚いておりました。
今後も継続して学ばせていただけたらと思っています。

○大変良い集会でした。体験された方の話をだ聞いてもっと勉強したいと思いました。
１０年前に○○○の会が取り組んで文章も残っています。有難うございました。

○大勢の方が参加しておられたので驚いた。私は１月１７日朝のことしか知らないが、
夜半の爆撃の時は大変だったろ うと思った。

○関係者の皆さんのお取り組みに感謝します。

○馬町に爆撃があった事実を聞いて後世に残して欲しいと思いました。

○歴史の一齣として語るつぐべき〔当時父親が妙法院に遺体を運んだ）

○大勢の方の犠牲者に現実のこととは思えませんでした。
戦争の悲惨さの胸が痛みました。

○ 会の設定をしてくださった方に感謝しますとともに2度とあのようなことがあって
はならない。



○大変有意義な会やと思います。私はその時分は１９歳で家に寝ていた時被爆しま
した。被爆保障はどうなりますか

○当日の爆撃体験された方やご両親から聞かれた話を子ども達に伝える必要がある
と思いました。

○当時を経験された方のいろいろな話はとても貴重で平和な日本を守るとという点
で世間に発信して、事実として、ずーと語り継いでいかなければいけないと思い
ます。

○ご苦労様、お世話様です.ありがたいです。

○先ず、沢山の方の参加がうれしかったです。
特に、あの空襲にあわれた方々がおられよかったです。
本格的な「馬町の空襲」を大至急にやらないと・・・・。

（注）この文は長文でしたので以下は割愛しています。


